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広
報

5月2日、市役所庁議室で、市地域おこし協力隊（2
期生）の委嘱状交付式が行われました。江口市長から委嘱
状を受け取ったのは、千葉県柏市出身の風澤奈津美さん。
風澤さんは、これから移住コーディネーターとして、移住
相談やセミナーの開催などを行い、移住促進を図ります。

●市地域おこし協力隊（2期生）委嘱状交付式
5月18日、保健センターで、5歳児健診が行われま

した。5歳児健診は、今年度から新たに始められたもので、
子どもたちの健やかな成長や親御さんたちの子育てを支え
ていくことを目的とした健診です。この日も多くの子ども
たちが健診を受けました。

●5歳児健診実施

4月28日、市役所庁議室で、「災害時の医療救護活動に関す
る協定書」調印式が行われました。この協定は、市の協力要請に
対して北都留医師会上野原地区から医療救護班を市内避難所な
どに派遣し、傷病者の応急処置などを行うためのものです。調印
式では、渡部一雄代表と江口市長とで固い握手が交わされました。

●「災害時の医療救護活動に関する協定書」調印式
4月 29日、八重山で八重山清掃ボランティアが行わ

れました。これは、6月12日（日）に行われる八重山ト
レイルレースの事務局が主催したもので、約50名の清掃
ボランティアが登山道に落ちている空き缶や紙くずなどの
ゴミを一つ一つ拾い、八重山の美化に努めました。

●八重山清掃ボランティア

●地域の話題をお寄せください。
　企画課政策推進担当   電話 62-3118

今月号の表紙　
桂川フェスティバル

5 月 15日に行われた桂川フェスティバルを取材してきました。誰かがやる
のではなく、みんながやる。やらされるのでもなく、自ら行動する。そして誰
かのために行う。そんな想いをフェスティバルの実施にかかわる全ての人が共
有しているからこそ、これまでにない、市民が主役の交流の祭典が実施できた
のだと思いました。また、失敗を責めるのではなく、新しい取り組みを否定す
るのでもない、そんな肯定的な考え方が、新しいものを創生していくのだと感
じました。将来、このフェスティバルが人口の 2倍もの来場者を集める一大イ
ベントに成長するように今後も応援していきたいと思います。（大神田）

編集後記人口と世帯
※人口および世帯数は、外国人登録者を含みます。

人口 ● 24,374 人 （− 11）
男 ● 12,137 人 （− 12）
女 ● 12,237 人 （+　1）

世帯 ● 9,986 世帯 （+28）
平成 28 年 5 月 1 日現在

（　）内は前月比

この広報は、環境保護に配慮した再生紙と、
植物性インキを使用しています。 広報うえのはら　No.136     24
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～頑張るあなたを応援する情報誌～　
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誰かのために !!

桂川フェスティバル
〜 市民みんなが主役の交流の祭典 〜
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「上野原市まち・ひと・しごと創生総合戦略」概要
基本的視点
「上野原市総合戦略」の策定にあたっては、「上野原市人口ビジョン」で掲げられた「将来に向けて取り組むべき
視点」などを受けて、次の基本的視点を考慮して策定しています。また、「上野原市総合戦略」の各施策や事業な
どを実施した成果を具体的・客観的に検証し、より効果の上がる施策・事業となるように随時改善していくこと
とします。

① 魅力ある雇用の創出、② 結婚・出産・子育て支援、③ 地域資源を活かしたまちづくり、④ 上野原への人の流れをつくる、
⑤ 高齢者の健康づくり、仕事づくり、生きがいづくり、⑥ 協働と人づくり 〜人と地域の重層ネットワーク連携〜

基本方針・基本目標
「上野原市総合戦略」の策定にあたっては、国の総合戦略が定める 4つの政策分野を基本としつつ、上記に示し
た「策定にあたっての基本的視点」を踏まえ、基本方針を定めると同時に、それぞれの政策分野ごとに 5年後の
目標を設定しています。

策定にあたっての基本的視点 基本方針・基本目標
若者人口（20 〜 30 代）の減少に歯止めをかける

合計特殊出生率 1.2　若者人口 5,000 人以上
魅力ある雇用を創出する 新規雇用

230 人
新規事業

10 件

地域資源を活かした雇用の創出

起業・創業・既存事業の支援

企業誘致、事業環境整備

上野原への新しい人の流れをつくる 移住者
300 人

交流人口
130,000 人

情報発信の強化、市の PR

地域資源を活かした賑わいの創出、交流人口の増加

移住・定住の促進

若者世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる

0 〜 4 歳児
600 人以上

結婚・出産・子育てへの支援

医療体制の充実

教育の充実

安全・安心な暮らしを守り、連携と協働で郷土愛あふれるまち・人をつくる
健康余命

男女 5 歳階級別
数値を県平均と

同じ

高齢者の健康づくり

人・地域・郷土愛を育てる

連携・協働体制の構築

地
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雇用の創出

上野原への
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結婚・出産・
子育て支援

高齢者の健康づくり、
仕事づくり、
生きがいづくり

協働と人づくり
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《独自推計による将来人口の目標》
市の人口減少に歯止めをかけ、「雇用の創出」や「結婚・出産・
子育て支援」「地域資源の活用」などの諸施策を実施し、市
の将来人口の目標を次のとおり設定します。

上野原市人口ビジョン概要

■平成 72 年（2060 年）総人口　13,546 人
　　　　　　　　《平成 27 年》      《 平成 72 年》
・合計特殊出生率　　1.03　    ⇩   　1.70
・年少人口比率　　　9.4％　   ⇩ 　  10.9％
・生産年齢人口比率　60.3％    ⇩       49.3％
・老年人口比率　　　30.3％    ⇩       39.9％

上
野
原
市
人
口
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ジ
ョ
ン
、

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
策
定
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き
な
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会
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と
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い
ま
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。
こ
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な
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況
を
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景
に
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成
26
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ま
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・
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・
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と
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定
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ま
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。

こ
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将
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に
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た
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あ
る

日
本
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を
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し
て
い
く
た
め
の
法
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で
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と
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営
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を
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ら
、
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現
状
と
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の
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ら
か
に
す
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野
原
市
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を
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し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
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を
踏

ま
え
て
、
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成
27
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度
か
ら
31
年
度
ま
で
の

5
か
年
の
目
標
や
施
策
の
基
本
的
な
方
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性

を
示
し
た
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上
野
原
市
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・
ひ
と
・
し
ご

と
創
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総
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戦
略
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

★「上野原市人口ビジョン」、「上野原市まち・ひと・しごと創生総合戦略」についての詳細は、市ホームページでご確認ください。
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■ 平成 28 年度所得制限限度額

扶養親族などの数 所得制限限度額

0 人 622 万円

1 人 660 万円

2 人 698 万円

3 人 736 万円

4 人 774 万円

5 人 812 万円

提出をお忘れなく !!

児童手当「現況届」
　 提出期限
6月30日（木）
   ですつ!!

現在、児童手当などを受けている方は、提出期限
までに「現況届」を提出してください。

現況届とは

6 月分以降の児童手当などを引き続き受けること
ができるかを確認するための大切な書類です。この
書類は、毎年 6 月 1 日における状況を記載します。
「現況届」を提出しないと、引き続き児童手当を受

給できる資格があっても、6 月分以降の手当の支給が
受けられません。忘れずに提出してください。

※「現況届」は、現在手当を受給している家庭に 6 月期の支払通知書と
一緒に郵送します。

※ 5 月 31 日までに受給資格を喪失した方や、5 月中に認定請求をし、
6 月から支給開始となる方は「現況届」の提出は、不要です。

児童手当を受けるには

出生や転入などにより新たに受給資格が生じた
場合は、「認定請求」や「額改定認定請求」などの申
請（公務員の場合は勤務先へ）が必要となります。
この手続きが遅れると遅れた月分の手当が受けられ
なくなります。まだ、申請をしていない方は、速や
かに申請してください。

▲
平成 28 年 1 月 2 日以降に上野原市に転入した方

（受給者および配偶者）は、前住所地（1 月 1 日居
住地）の市区町村長発行の平成 28 年度（平成 27
年中）児童手当用所得証明書を添付してください。

※ 配偶者が受給者の税法上の控除対象配偶者となっている場合は、配偶
者の児童手当用所得証明書は不要です。

▲

厚生年金に加入している方（受給者）は、「健康保
険被保険者証の写し」または「年金加入証明書」
を添付してください。

※ この他に、必要に応じて提出していただく書類があります。

注意事項

●
支
給
対
象
者　

15
歳
到
達
後
の
最
初
の
3

月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童
（
中
学
校

修
了
前
の
児
童
）
を
養
育
し
て
い
る
方

●
支
給
額
（
月
額
）

・ 

3
歳
未
満　

1
万
5
千
円
（
一
律
）

・ 

3
歳
以
上
小
学
校
修
了
前　

第
１
子
・
第
2

子
は
1
万
円
、
第
3
子
以
降
1
万
5
千
円

・ 

中
学
生　

1
万
円
（
一
律
）

●
支
払
時
期　

原
則
、
毎
年
2
月
、
6
月
、

10
月
に
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で
が
支
払

わ
れ
ま
す
。

●
必
要
書
類　

申
請
者
の
「
健
康
保
険
被
保

険
者
証
の
写
し
」
ま
た
は
「
年
金
加
入
証
明

書
」、「
所
得
証
明
書
」
な
ど

●
所
得
制
限　

前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
上

あ
る
場
合
は
、
児
童
1
人
に
つ
き
月
額

5
千
円
（
一
律
）

●
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
子
育
て
支
援
担
当

（
☎
62
ー
3
1
1
5
）

注１） 所得税法に規定する老人控除対象配偶者または老人扶養親族がある
　　  者についての限度額（所得額ベース）は、上記の額に当該老人控除
           対象配偶者または老人扶養親族 1 人につき 6 万円を加算した額

注２）扶養親族などの数が 6 人以上の場合の限度額（所得額ベース）は、
　　　５人を超えた１人につき 38 万円（扶養親族などが老人控除対象配
　　　偶者または老人扶養親族であるときは 44 万円）を加算した額

 

児
童
手
当
の
申
請

　対象者
　市内に住民登録のある 20 歳以上の方
　対象とならない方
①会社や施設などで、レントゲン検診を受けている方
②現在、結核で治療中の方およびその家族
※市の集団検診、人間ドックとの重複受診はできません。
　自己負担金
昭和 27 年 4 月 1 日以前に生まれた方、市国民健康保
険加入者、平成 29 年 4 月 1 日まで に 21 歳、41 歳、
51 歳になる方は無料、それ以外の方は 300 円です。

　持ち物
 健康保険証、自己負担金（おつりが出ないようにお願いします）
　撮影時の注意事項
①ネックレス、コルセット、磁気治療器などは身につ

けないでください。
②簡単に着替えができる服装で受診してください。
③貴重品は持参しないでください。
　その他
検診結果については、異常が認められた方、経過観察
が必要な方のみに連絡します（1 〜 2 か月後）。

■日程表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）
実施日 受付時間 検診会場 実施日 受付時間 検診会場

6　　
月　　
16　
日

（木）

午 前　9 時 20 分 〜 30 分 JA クレイン巌支店前

6　　
月　　
20　
日

（月）

午 前 10 時 25 分 〜 35 分 新二（小佐野駐車場）
午 前　9 時 40 分 〜 50 分 公正屋コモアプラザ店駐車場 午 前 10 時 45 分 〜 55 分 新田水防会館前
午 前 10 時 00 分 〜 10 分 JR 四方津駅前 午 前 11 時 00 分 〜 10 分 鶴島南区（上条商店跡横広場）
午 前 10 時 20 分 〜 30 分 川合（久島章司様宅前） 午 前 11 時 20 分 〜 30 分 八ツ沢老人福祉センター前
午 前 10 時 45 分 〜 55 分 大目出張所前 午 前 11 時 40 分 〜 55 分 市役所センタープラザ
午 前 11 時 00 分 〜 40 分 西大野（泉ホーム庭） 午 後　1 時 00 分 〜 10 分 鶴川（加藤照正様宅前）
午 前 11 時 50 分 〜 正 午 荻野（志村延勝様宅前） 午 後　1 時 15 分 〜 25 分 八米（龍泉寺駐車場）
午 後　1 時 00 分 〜 10 分 大椚（中村幸記様宅前） 午 後　1 時 30 分 〜 40 分 旧大鶴小学校校庭
午 後　1 時 15 分 〜 25 分 日野（市川正末様宅横） 午 後 1 時 50 分 〜 2 時 00 分 大倉（中村泰典様宅前）
午 後 1 時 35 分 〜 2 時 25 分 大鶴楽生園 午 後　2 時 10 分 〜 20 分 芦垣公民館前

6　　
月　　
17　
日

（金）

午 前　9 時 20 分 〜 30 分 無生野（藤本重則様宅前） 午 後　2 時 30 分 〜 40 分 甲東ふれあい広場（旧甲東小校庭）
午 前　9 時 35 分 〜 45 分 浜沢（浜松屋商店前） 午 後　2 時 45 分 〜 55 分 中不老消防庫前
午前 9 時 50 分〜 10 時 00 分 原（原バス停付近） 午 後　3 時 05 分 〜 15 分 棚頭（中村一匡様宅前）
午 前 10 時 05 分 〜 15 分 尾崎（尾崎中旅館前） 午 後　3 時 25 分 〜 35 分 野田尻（落合商店前）
午 前 10 時 20 分 〜 30 分 寺下（寺下バス停付近）

6　　
月　　
23　
日

（木）

午 前　9 時 35 分 〜 45 分 初戸（長田助成様宅前）
午 前 10 時 35 分 〜 45 分 板崎（菊屋商店前） 午前 9 時 55 分〜 10 時 05 分 藤尾（蔵春院前）
午前 10 時 50 分〜 11 時 00 分 大地（大地バス停付近） 午 前 10 時 10 分 〜 20 分 田和（橋本土建前）
午 前 11 時 05 分 〜 15 分 栗谷（栗谷バス停付近） 午 前 10 時 25 分 〜 35 分 原区民会館前
午 前 11 時 20 分 〜 30 分 秋山支所駐車場 午 前 10 時 40 分 〜 50 分 飯尾（桑原利行様宅前）
午 後　0 時 30 分 〜 40 分 神野（神野バス停付近） 午前 10 時 55 分〜 11 時 25 分 羽置の里びりゅう館前
午 後　0 時 45 分 〜 55 分 小和田（小和田バス停付近） 午 前 11 時 30 分 〜 40 分 西原出張所前
午 後　1 時 00 分 〜 30 分 秋山老人福祉センター 午 前 11 時 50 分 〜 正 午 日寄橋（バス転回所）
午 後　1 時 35 分 〜 45 分 古福志（古福志バス停付近） 午 後　0 時 05 分 〜 15 分 大垣外（第七部消防庫前）
午 後 1 時 50 分 〜 2 時 00 分 桜井（小俣静工業前） 午 後　1 時 15 分 〜 25 分 ふるさと長寿館前
午 後　2 時 15 分 〜 25 分 安寺沢（加藤律子様宅前） 午 後　1 時 30 分 〜 40 分 旧棡原小学校校庭
午 後　2 時 35 分 〜 45 分 秋山温泉前 午 後　1 時 45 分 〜 55 分 旧日原バス停前

6　　
月　　
20　
日

（月）

午 前　9 時 00 分 〜 10 分 山風呂（光電製作所前庭） 午 後　2 時 00 分 〜 10 分 小伏（八幡神社下）
午 前　9 時 15 分 〜 25 分 向風（正八幡宮前） 午 後　2 時 15 分 〜 25 分 黒田（長田茂様宅前）
午 前　9 時 35 分 〜 45 分 三生会病院前 午 後　2 時 30 分 〜 40 分 井戸バス停前
午 前 9 時 50 分 〜 10 時 00 分 塚場（諸角正成様宅前） 午 後　2 時 45 分 〜 55 分 先祖・丸畑（山本佳男様宅前）
午 前 10 時 05 分 〜 15 分 諏訪（片伊木卓男様宅前） 午 後　3 時 05 分 〜 15 分 市役所センタープラザ

※交通の状況などによる多少の遅れは、ご容赦いただきますようよろしくお願いします。

●問い合わせ　長寿健康課保健担当（☎ 62-4134）

レントゲン撮影バスで巡回検診
平成 28 年度

肺がん・結核定期住民検診
市では、レントゲン撮影バスで巡回検診を行う、平成
28 年度肺がん・結核定期住民検診を実施します。
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当

水道料金の改定を検討しています
東部地域広域水道企業団では、平成 28 年 3 月 25 日に、東部地域広域水道企
業団水道料金審議会から、水道使用料金の改定について答申を受けました。
今後は、審議会の答申を十分尊重し、改定内容とその実施時期について、検
討していきます。

■ 現在の経営状況や将来予測を考慮すると、水道 
     料金の値上げはやむを得ない。
■ 料金改定率は、平均 20％までの引き上げとする。
■ 料金の算定期間を、平成 29 年度から平成 31 年
     度までの 3 年間とする。
■ 水道事業の一元化を図り、構成する市も含め効
     率的な水道事業運営の可能性について検討する
     こと。

※答申の詳細については、東部地域広域水道
　企業団ホームページをご覧ください。

東部地域広域水道企業団 検索

ク
リ
ッ
ク ■ 問い合わせ　

東部地域広域水道企業団（☎ 22-0099）

答申内容 　
　
企
業
団
で

　
　
は
、
業
務

の
効
率
化
、

職
員
の
削
減

な
ど
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し

た
が
、
給
水
人
口

の
減
少
な
ど
に
よ
り
大
変

厳
し
い
経
営
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
安
全

な
水
道
水
を
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
に
は
、
料
金

の
改
定
を
検
討
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
す
。
こ
う

し
た
こ
と
か
ら
、
平
成
27
年
10
月
に
東
部
地
域
広
域

水
道
企
業
団
水
道
料
金
審
議
会
を
設
置
し
、
議
論
を

重
ね
、
答
申
を
ま
と
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

スマホやタブレットで
広報うえのはらを見ちゃおう !!

マイ広報紙i広報紙
Uenohara 
e-books

スマホやタブレット端末などで、広報うえのはらを閲覧するこ
とができます。提供しているサービスは、次のとおりです。ぜ
ひご利用ください。

i 広報紙は、いつでもど
こでもスマートフォン
で電子書籍化された広
報誌を閲覧できるアプ
リ。スマホで気軽に広
報誌を見ることができ
るところが魅力 !!

Uenohara e-books は、広報うえのはら
や議会だよりなどが電子書籍化され、掲
載されているポータルサイト。横断検索
や切り取り機能など便利な機能が魅力 !!

マイ広報紙は、インターネットで広報
誌を無料配信するサービス。記事内容
が暮らしやイベントなどのカテゴリー
別に整理されていて、わかりやすいと
ころが魅力 !!

★利用方法などは、市ホームページをご覧いただくか、お問い合わせください。

広報うえのはら 検索 クリック

1 2 3

●問い合わせ　企画課政策推進担当（☎ 62-3118）

笑
顔
で
楽
し
く

元
気
い
き
い
き
教
室

市
で
は
、
秋
山
温
泉
で
実
施
す
る
元
気
い
き
い
き
教
室
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象
者　

市
内
に
住
所
が
あ
り
要
介
護
等
認
定

を
受
け
て
い
な
い
65
歳
以
上
の
方
で
、
次
の
①

ま
た
は
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
二
次
予
防　

何
ら
か
の
病
気
や
症
状
が
あ

り
、
要
支
援
や
要
介
護
状
態
に
な
る
可
能
性

が
高
い
方

②
一
次
予
防　

要
支
援
や
要
介
護
状
態
と
な
ら

な
い
よ
う
に
意
欲
を
持
っ
て
教
室
に
参
加
し

た
い
と
考
え
て
い
る
方

※
参
加
希
望
の
方
は
、
主
治
医
に
運
動
が
可
能

か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
原
則
、
3
か
月
間
継
続
し
て
教
室
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
二
次
予
防
お
よ
び
一
次
予
防
の
対
象
か
否
か

に
つ
い
て
は
、
申
し
込
み
後
に
行
う
日
常
生

活
状
況
調
査
の
結
果
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

場
合
に
よ
っ
て
は
、希
望
の
コ
ー
ス
、開
催
日
、

時
間
に
参
加
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
参
加
料
　
下
の
表
の
と
お
り

※
新
規
参
加
者
は
、
参
加
料
の
他
に
保
険
料

1
2
0
0
円
が
必
要
で
す
。

■
申
込
方
法　

長
寿
健
康
課
地
域
包
括
支
援
担

当
ま
た
は
秋
山
支
所
・
各
出
張
所
に
『
元
気
い

き
い
き
教
室
』
利
用
申
請
書
が
あ
り
ま
す
。
印

鑑
を
持
参
の
う
え
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
介
護
予
防
を
重

点
的
に
行
う
必
要
の
あ
る
方
（
二
次
予
防
対

象
者
）
を
優
先
し
ま
す
。

■
申
込
期
限　

6
月
15
日（
水
）
午
後
5
時

■
問
い
合
わ
せ　

長
寿
健
康
課
地
域
包
括
支
援
担

当
（
☎
62

−

3
1
2
8
）

■秋山温泉
開催内容 曜日 日程 開催時間 参加料

室内運動コース 火曜日（11 回）7 月 5 日〜 9 月 27 日
①二次予防
午前 11 時〜午後 1 時
②一次予防
午後 0 時 15 分〜 1 時 45 分

1 回 200 円

プール運動コース

水曜日（11 回）7 月 6 日〜 9 月 28 日

木曜日（10 回）7 月 7 日〜 9 月 29 日

金曜日（11 回）7 月 8 日〜 9 月 30 日

※秋山温泉では、7月 19日（火）〜 22日（金）に設備工事を行うため休館となります。このため、この期間中は、元気いき
　いき教室もお休みとなります。

① . プール運動コースの参加者のみなさん。②④ . 今年度から導入したストレッチマシンを利用する参加者、イ
ンストラクターの丁寧な指導で、無理なく楽しくストレッチ運動が行えます。③ . インストラクターの佐藤茜さん、
適切な指導と笑顔やトークで教室を盛り上げます。⑤無理のないプログラムで、楽しい時間を過ごせます。

①

②

③

④

⑤

秋
山
温
泉
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らちこ

しもし
も

Ｈｏｔ　ｌｉｎｅ〜市長と市民のホットライン〜

市長室！！市長室！！
上野原市長　江口英雄

市 長 へ の 手 紙

市長への手紙は、市民のみなさんから、さまざま
な意見を手紙でお伺いするものです。

■ 日時　6 月 27 日（月）午前 9 時〜 11 時
※毎月 1 回、2 時間を目安に開催しています。
■ 方法　1 人または 1 組（5 人程度）を対象として、 対

話時間はおおむね 20 分間です。
■ 場所　市長室
■ 申込み・問い合わせ　企画課政策推進担当
　（☎ 62-3118）

ふ れ 愛 ト ー ク
ふれ愛トークは、市のよりよいまちづくりの

ための建設的な提案について市民のみなさんと
市長とで意見交換するものです。

市民のみなさんと市長との

■ 応募方法　応募用紙に必要事項を記入のうえ、
　　　　　　 設置場所にある応募ボックスに投函
                   してください。
■ 設置場所　市役所正面玄関、教育委員会カウン
　　　　　　 ター
■ 応募用紙　設置場所に用意してあります。
■ 問い合わせ　企画課政策推進担当（☎ 62-3118）

ねこの目報道部 ニュース

木
々
の
新
緑
が
色
を
濃
く
す
る
時
期
、
帝
京
科

学
大
学
で
は
、
新
入
生
へ
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
広
報

う
え
の
は
ら
版
ネ
コ
ノ
メ
で
は
、「
風
の
子
フ
〜

ス
ケ
」
と
い
う
学
生
団
体
が
開
催
し
た
新
入
生

向
け
の
イ
ベ
ン
ト（
野
草
料
理
）を
紹
介
し
ま
す
。

身近な自然に目を向けて…
帝
京
科
学
大
学 

ね
こ
の
目
報
道
部

vol. 11

★ねこの目報道部では「地域と学生と動物をつなげる」をコンセプトに、上野原の魅力を伝える情報誌「ネコノメ」を年 2回発行し
ています。広報うえのはらでは、ねこの目報道部のみなさんに、2か月に 1回程度、紙面の一部の作成をお願いしています。

　
ネ
コ
ノ
メ

広
報
う
え
の
は
ら
版

いつも何気なく見ている道端の草は、実は美味しく食べられる野草かもしれません（食べられ

ないものもあるので注意 !!）。みなさんも身近な自然に目を向けて、新しい発見をしませんか ! ！

イベント当日、野草の採集を行った場
所は、八ツ沢発電所沿いの川の周辺で
す。野草だけでなく、そこに生息して
いる生き物も探しました。

野草採集中

採集した野草は、ツクシ、タンポポ、
ヨモギ、シロツメクサなどです。一年
生は、野草の写真を見ながら採集を行
いました。

食べられるかな？

調理開始 !!

採集した野草を使って料理をつくってい
きます。調理の効率が良くなるように、
ノビルとカンゾウを優先して洗うなど、
馴れた手つきで調理していました。

完成◇

今回のメニューは、カンゾウとノビルの
酢味噌和え、タンポポやシロツメクサな
どの野草の天ぷら、ヨモギ団子です。
みなさん、とても美味しそうに食べてい
ました。

※「風の子フースケ」とは、生き物が自然とどのように共生をしているのかを一般の人に伝え、みなさん
　 に自然を好きになってもらうことを目標に活動している団体です。

市 長 の ひ と 言

『
備
え
て
ま
す
か
、
災
害
に
』

6
月
と
い
え
ば
梅
雨
。
雨
が
し
と

し
と
と
降
っ
て
い
た
と
思
え
ば
、
突

然
の
集
中
豪
雨
。
特
に
近
年
は
、
こ

の
集
中
豪
雨
の
質
が
変
わ
っ
て
き
た

と
思
い
ま
す
。
昨
年
は
、
広
島
県
を

襲
っ
た
集
中
豪
雨
に
よ
り
土
石
流
が

発
生
し
、
多
く
の
命
が
亡
く
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
茨
城
県
常
総
市
の
鬼

怒
川
の
堤
防
が
、
記
録
的
な
大
雨
に

よ
り
決
壊
し
、
大
き
な
被
害
が
発
生

し
ま
し
た
。
ど
れ
も
「
記
録
的
」
や

「
過
去
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
」

な
ど
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
大
雨
に
よ

る
も
の
で
し
た
。

近
年
多
発
す
る
こ
の
よ
う
な
集
中

豪
雨
は
、
本
市
に
と
っ
て
も
他
人
事

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
山
に
囲
ま
れ
た

本
市
は
、
風
の
向
き
に
よ
っ
て
雨
雲

が
た
ま
り
や
す
く
、
集
中
豪
雨
に
な

る
可
能
性
が
十
分
に
あ
り
ま
す
。
特

に
傾
斜
地
の
多
い
こ
の
地
は
、
土
砂

災
害
の
危
険
性
が
高
い
と
思
い
ま

す
。
昨
年
は
、
土
砂
災
害
警
戒
地
域

を
示
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

し
、
全
戸
に
配
布
し
ま
し
た
。
市
民

の
み
な
さ
ん
に
は
、
も
う
一
度
こ
の

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
、
土
砂
災
害
の

危
険
性
を
確
認
し
て
欲
し
い
で
す
。

自
宅
が
危
険
な
場
所
に
あ
れ
ば
、
大

雨
な
ど
が
予
想
さ
れ
た
時
、
事
前
に

避
難
準
備
も
で
き
る
は
ず
で
す
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
が
災
害
へ
の
備
え
に

つ
な
が
り
、
自
助
・
共
助
を
高
め
る

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
確
認
し
た
り
、
三

日
分
の
飲
料
水
や
食
料
を
備
蓄
し
、

い
つ
起
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に
備

え
て
く
だ
さ
い
。

ちょっと

No.73

土砂災害は豪雨によるものだけでなく、地震
によっても発生します。平成 28年熊本地震
では、南阿蘇村新所地区の裏山が崩れ 2名が
亡くなる被害が発生しました。
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●問い合わせ　長寿健康課保健担当（☎62-4134） 保健だより

保健師からのメッセージ　№42

うえのはら健康家族
Healthy Life

伝言板

今月の健康レシピ　№7 ★乳幼児すこやか発達相談
◎日 時 6 月 27 日（月）予約制
◎対 象 者 市内在住の就学前の子と保護者
◎申 込 み 保健担当へ電話で申し込みください。

★骨粗しょう症検診
◎対 象 者	 市内に住民登録があり、平成 29年 4

月 1 日までに 40 歳以上になる女性
◎検 診 料	 700 円
◎内 容	 医師の診察（問診）・前腕とう骨検査
◎検 診 日	 6月17日（金）、7月15日（金）午後2時
※以降毎月第3金曜日（午後2時）の実施となります。
◎医療機関	 上野原市立病院
◎申 込 み	 直接、上野原市立病院（☎ 62-5121）

へ申し込みください。
※受付時間は、午後 1時〜 5時（土・日・祝日除く）
※市の集団検診との重複受診はできません。

★乳幼児健診

※詳細については、該当児にお知らせを郵送します。

★歯周疾患検診
◎対 象 者	 市内に住民登録があり、平成 29 年 4

月 1 日 ま で に 40 歳・45 歳・50 歳・
55 歳・60 歳・65 歳・70 歳になる方

※ 40 歳と 45 歳になる方は無料で受けられます。
◎検 診 料 800 円
◎医療機関 県歯科医師会加盟の歯科医院
◎申 込 み 保健担当へ電話で申し込みください。

実施日 該当児

1 歳 6 か 月 児 6月21日（火） H26年 10月 16日〜12月 15日生

3 歳 児 6月29日（水） H25 年 5 月 1日〜 6 月 15 日生

5 歳 児 6月15日（水） H23 年 5 月 1日〜 5 月 31 日生

脳ドックのご案内（上野原市立病院）

■ 基本検査項目
　①診察（問診）、身長、体重、血圧測定
　②血液、生化学的検査
　③頭頸部MRI・MRA
■ 検診料金　32,400円（税込）
※オプション：頸動脈超音波検査5,940円（税込）
■ 実施日時　6月25日（土）、7月23日（土）午後
■ 定　　員　4名
● 問い合わせ　上野原市立病院（☎62-5121）

禁煙外来のご案内
《上野原市立病院》
■ 日時　火・金曜日の午後２時〜３時（完全予約制）
■ 予約受付　平日午後２時〜４時
■ 問い合わせ　上野原市立病院（☎62-5121）

《秋山診療所》
■ 日時　月曜日（時間要相談）
■ 予約受付　月、火、水、金　午前9時〜11時 30分
● 問い合わせ　秋山診療所（☎56-2014）
※費用は両院ともに5回で13,000円〜20,000円程度（3割負担の場合）歯と口の健康週間

6 月 4 日 ( 土 ) 〜 6 月 10 日 ( 金 ) は、「歯と口の
健康週間」です。今回は、この健康週間の催しにつ
いてお知らせします。
「8020 運動」という言葉を聞いたことがあります

か？これは「80 歳になっても 20 本以上自分の歯を
保とう」という運動です。20 本以上の 歯があれば、
食生活にほぼ満足することができるといわれていま
す。そのため、「生涯、自分の歯で食べる楽しみを味
わえるように」との願いを込めてこの運動が始まり
ました。充実した食生活を送り続けるためには、妊

今月のテーマ
『 歯周疾患検診を受けよう !! 』

産婦を含む全てのライフステージで健康な歯を保つ
ことが大切です。ぜひ「8020」を目指してください。

《歯っぴい山梨 8020 達成者表彰》
( 主催：一般社団法人山梨県歯科医師会 )

■  

対 　 　 象　	3月 31日現在で 80歳以上で自分の
　　　　　　　歯が20本以上残っている方■  

締 切 期 限　８月19日 (金 )■  

応  募  先　かかりつけ歯科医院
● 問い合わせ　長寿健康課保健担当（☎ 62-4134）

きのこの焼きメンチ
上野原市食生活改善推進員オススメ

【作り方】
①きのこ類は、石づきを切ってみじん切り、キャベツもみじ

ん切りにして塩少々をふり、しんなりしたら水気をしぼる。
②フライパンにサラダ油（小さじ 2）をひき、きのこ類を入

れて 3 分くらい炒め、水分がとんだら火を止める。
③②のあら熱が取れたらボウルに入れ、ひき肉とキャベツを

加えて混ぜる。A を加えてさらに混ぜ 12 等分にして円形
に整え、表面に薄力粉をまぶす。

④フライパンにサラダ油をひいて熱し、③を入れて蓋をして
5 分くらい焼いたら裏返し、さらに 3 分程度焼く。

※お好みに応じて、ソースやケチャップなどをつけてお召し上がりく
ださい。

【材料（4 人分）】
きのこ 400g
豚ひき肉 120g
キャベツ 4 枚
薄力粉 大さじ 2
レタス・トマト 適宜
A：［片栗粉大さじ 2、ウスターソース大さ
　　じ 1、塩こしょう少々］

きのこをたっぷり使ってボリュームアップ。
揚げてないので、とってもヘルシーです。

●問い合わせ　長寿健康課保健担当（☎ 62-4134）

歯を大切にしよう !!

１日人間ドック
■ 対象者　  35 歳以上 74 歳以下の国民健康保険加
　　　　　　入者、75 歳以上の方
■ 検診料　  自己負担金　14,200 円（昼食代含む・ 
　　　　　　オプション検査は別途）婦人科を受診
　　　　　   される方は 16,400 円（子宮がん
　　　　　    1,500 円・乳がん 700 円）
■ 申し込み  各実施機関に直接申し込みください。
● 問い合わせ　市民課国保年金担当（☎ 62-3112）

実施機関 申込み・問い合わせ 送迎
上野原市立病院 0554-62-5121 なし

山梨県厚生連健康管理
センター（甲府市） 0120-28-5592 一部あり

仁和会総合病院健診
センター（八王子市） 042-644-3721 なし

クアハウス石和（笛吹市） 055-263-7071 一部あり
※オプション検査・料金・実施日・送迎・持ち物など、詳細は各

実施機関へお問い合わせください。
※市の集団健診との重複受診はできません。
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《
平
成
27
年
度
物
品
等
の
調
達
実
績
》

　
調
達
額
合
計

（1）+

（2）

　
　
　
　
　

3
4
3
万
2
0
円

●
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
障
害

福
祉
担
当（
☎
62

−

3
1
1
5
）

広
報
う
え
の
は
ら
5
月
号
7
・

17
ペ
ー
ジ
の
氏
名
の
ふ
り
が
な
と

13
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
「
投
票
区
・

投
票
所
を
変
更
し
ま
し
た
」
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。
訂
正
し
て
お

詫
び
い
た
し
ま
す
。

●
対
象
住
宅　

浅
間
第
2
団
地

（
秋
山
8
6
7
2

−

2
）、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
3
階
建
、

76
㎡
／
戸

●
募
集
期
限　

6
月
30
日（
木
）

（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

●
応
募
資
格　

次
の
項
目
す
べ
て

に
該
当
す
る
方

・
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方

・
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
が

あ
る
方

・
同
居
す
る
親
族
な
ど
が
い
る
方

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

●
申
込
方
法　

申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
都
市
計
画
課

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申

込
用
紙
は
、
都
市
計
画
課
に
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
も
で
き
ま
す
。

《
我
が
家
の
耐
震
化
》

●
対
象
住
宅　

耐
震
診
断
の
結

果
、
倒
壊
の
危
険
性
が
あ
る
と

診
断
さ
れ
た
住
宅

●
耐
震
改
修
補
助
事
業
　
住
宅
の

耐
震
改
修
に
要
す
る
経
費
の
2

分
の
1
以
内
で
60
万
円
ま
で
補

助
※
高
齢
者
等
世
帯
ま
た
は
未
就
学

児
子
育
て
世
帯
に
つ
い
て
は
、

3
分
の
2
以
内
で
1
2
0
万

円
ま
で

●
耐
震
改
修
設
計
補
助
事
業　

耐

農
地
の
売
買
や
賃
借
な
ど
を
す

る
場
合
は
、
農
地
法
に
基
づ
く
許

可
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
6
月
の
申
請
書
提
出
期
限

　
6
月
10
日（
金
）ま
で

●
問
い
合
わ
せ　

上
野
原
市
農
業

委
員
会（
経
済
課
内
☎
62

−

3
1
1
9
）

《
我
が
家
の
耐
震
診
断
》

●
対
象
住
宅　

次
の
項
目
す
べ
て

に
該
当
す
る
住
宅

・
市
内
に
住
所
が
あ
る
方
が
所
有

し
、
居
住
し
て
い
る
住
宅（
1
所

有
者
に
つ
き
1
棟
が
対
象
）

・
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
、

木
造
従
来
工
法（
伝
統
工
法
な

ど
）で
建
築
さ
れ
た
木
造
住
宅

・
2
階
建
て
以
下
、
延
べ
床
面
積

300
㎡
以
下
の
住
宅

・
専
用
住
宅
、
ま
た
は
、
住
宅
部

分
が
2
分
の
1
以
上
の
併
用
住

宅
・
長
屋
お
よ
び
共
同
住
宅
以
外
の

戸
建
住
宅

・
市
税
な
ど
未
納
が
な
い
方
が
所

有
す
る
住
宅

●
診
断
費
用　

無
料
（
個
人
負
担

は
あ
り
ま
せ
ん
）

●
申
込
期
限　

10
月
31
日
（
月
）

・
収
入
月
額
15
万
8
千
円
以
下
で
あ

る
方
（
世
帯
の
合
計
所
得
か
ら

公
営
住
宅
法
で
定
め
る
額
を
控

除
し
、
12
か
月
で
割
っ
た
金
額
）

・
本
人
ま
た
は
同
居
す
る
親
族
な

ど
が
暴
力
団
員
で
な
い
方

※
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
に
つ
い

て
は
、
入
居
基
準
お
よ
び
収
入

基
準
が
緩
和
さ
れ
ま
す
。

●
申
込
方
法　

申
し
込
み
は
、
都

市
計
画
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
必
要
書
類
な
ど
を
送
付
し

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画
課
計

画
担
当
（
☎
62

−

3
1
9
1
）

《
平
成
28
年
度
調
達
方
針
》

●
主
旨
　
市
の
障
害
福
祉
施
設
な

ど
か
ら
の
物
品
お
よ
び
役
務
の

調
達
を
総
合
的
、
計
画
的
に
推

進
す
る
た
め
の
基
本
的
事
項
を

定
め
る
も
の
。

●
適
用
範
囲　

市
の
全
て
の
組
織

に
お
け
る
物
品
な
ど
の
調
達
に

適
用
す
る
。

●
対
象
施
設　

・「
障
害
者
基
本
法
」
お
よ
び
「
障

害
者
の
日
常
生
活
お
よ
び
社
会

生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た

め
の
法
律
」
に
定
め
る
施
設

・「
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
な
ど
に

関
す
る
法
律
」
お
よ
び
施
行
令

に
定
め
る
障
害
者
を
多
数
雇
用

し
て
い
る
企
業

・
障
害
者
雇
用
促
進
法
に
基
づ
く

在
宅
就
業
障
害
者
な
ど

●
調
達
品
目　

・
物
品
（
事
務
用
品
、
食
料
品
、

小
物
雑
貨
、
そ
の
他
の
物
品
）

・
役
務
（
印
刷
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、

清
掃
・
施
設
管
理
、
情
報
処
理
、

そ
の
他
の
役
務
）

震
改
修
設
計
に
要
す
る
経
費
の

3
分
の
2
以
内
で
20
万
円
ま
で

補
助

●
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
補
助
事

業　

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置

（
寝
室
な
ど
の
1
室
を
耐
震
化

す
る
工
事
）
に
要
す
る
経
費
の

2
分
の
1
以
内
で
18
万
円
ま
で

補
助

農
業
委
員
会
か
ら
お
知
ら
せ

平
成
28
年
度
上
野
原
市
障
害
者
就
労

施
設
等
か
ら
の
物
品
等
の
調
達
方
針
・

平
成
27
年
度
調
達
実
績
の
公
表

木
造
住
宅
耐
震
事
業
の

お
知
ら
せ

市
営
住
宅
（
秋
山
地
区
）

追
加
募
集
の
お
知
ら
せ

市教育委員会では、これまで設置していた学校
カウンセラー 2名に加えて、2名の教育支援員
を配置した 4名体制による教育支援室を設置し
ました。教育支援員は、教員のOBで、教育現
場を熟知した視点から、児童生徒の学力向上や
地域への愛着を育む教育の支援、また、外国語
活動・英語教育を推進していきます。
教育に関する相談がありましたら、気軽にご連
絡ください。

【問い合わせ】　
学校教育課学校教育担当　☎ 62-3408

子どもたちの教育をサポート !!
上野原市 「教育支援室」設置

※
高
齢
者
等
世
帯
に
つ
い
て
は
、

3
分
の
2
以
内
で
24
万
円
ま
で

※
国
・
県
の
補
助
を
活
用
し
な
が

ら
予
算
の
範
囲
内
で
実
施
し
ま

す
の
で
、
事
前
に
計
画
段
階
で

都
市
計
画
課
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画
課

計
画
担
当（
☎
62

−

3
1
9
1
）

調達内容 調達額（円）

物
品

食料品・飲料 0
小物雑貨 145,800
その他の物品 0
小計（1） 145,800

役
務

印刷製本 0
清掃・施設管理 3,284,220
情報処理 0
その他の役務 0
小計（2） 3,284,220

訂
正
と
お
詫
び

《
7
ペ
ー
ジ
》

誤  

平ひ
ら
や
ま山
清せ

い
じ司

さ
ん

　
　
　

⇩　

正  

平ひ
ら
や
ま山

清き
よ
し司

さ
ん

《
17
ペ
ー
ジ
》

誤  

松ま
つ
も
と本
祐ひ

ろ
き樹

　
　
　

⇩　

正  

松ま
つ
も
と本

祐ゆ
う
き樹

※
投
票
区
・
投
票
所
変
更
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
課
行
政

防
災
担
当
（
☎
62

−

3
1
1
7
）

●
問
い
合
わ
せ　

企
画
課
政
策
推

進
担
当
（
☎
62

−

3
1
1
8
）

部署名 電話番号
市役所（代表）（62）3111
総 務 課（62）3117
企 画 課（62）3118
秋 山 支 所（56）2 111
税 務 課（62）3113
市 民 課（62）3112
生 活 環境課（62）3114
福 祉 課（62）3115
長 寿 健康課（62）4 133
経 済 課（62）3119
建 設 課（62）3123
都 市 計画課（62）3191
会 計 課（62）3116
議 会 事務局（62）3344
学 校 教育課（62）3408
社 会 教育課（62）3409
保健センター（62）4134
地域包括支援センター（62）3128
消 防 本 部（62）4 112
消 防 署（62）4 111

全国一斉「子ども人権 110 番」
強化週間のお知らせ

　甲府地方法務局および山梨県人権
擁護委員連合会では、学校における

「いじめ」や家庭内における児童虐
待などの子どもをめぐるさまざまな
人権問題の解決へ向けた取り組みを
強化するため、全国一斉「子どもの
人権 110 番」強化週間を実施します。

▲

期間　6 月 27 日（月）〜 7 月 3 日（日）

▲

時間　午前 8 時 30 分〜午後 7 時
※土・日曜日は、午前 10 時〜午後 5 時（「子
　どもの人権 110 番」強化週間以外は平日
　の午前 8 時 30 分〜午後 5 時 15 分）

《子どもの人権 110 番》
（☎ 0120−007−110）

※相談は無料で秘密は厳守します。

【問い合わせ】　
甲府地方法務局人権擁護課

（☎ 055−252−7239）、
福祉課福祉総務担当

（☎ 62−3115）

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

市では、修学資金貸付制度の 2 次
募集を行います。

対象者　市または上野原市立病院
　　　　での勤務を目指し、看護
　　　　師、保健師、助産師の資
　　　　格取得のために 4 月 1 日
　　　　以降看護学生として学業
　　　　に励む方
募集人員　各学年（新 2 年生以上）
　　　　3 名程度
募集期限　6 月 30 日（木）

【問い合わせ】
長寿健康課病院事業担当（☎ 62–3136）

上野原市は

看護学生を応援します !!

教
育
支
援
員
　
近
藤
周
利

学
校
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
　

土
屋
す
み
じ

学
校
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
　

八
木
連
子

教
育
支
援
員
　
志
村
恵
治

投票区名 投票所
名称 所在地 地区名

第 18 投票区 第三部消防会館 上野原 4679 田野入
第 27 投票区 田和多目的集会施設 西原 3208 藤尾、田和・上平、川通のうち平野田
第 28 投票区 西原小学校 西原 4069 扁盃・下城、郷原、原、川通のうち平野田

投票区名 投票所
名称 所在地 地区名

第 18 投票区 第三部消防会館 上野原 4679 小沢、小沢団地、西シ原、新井、山風呂、向風、八米
第 27 投票区 田和多目的集会施設 西原 3208 藤尾、田和・上平、川通のうち中群
第 28 投票区 西原小学校 西原 4069 扁盃・下城、郷原、原、川通のうち平野田、阿寺沢

誤   

　 

⇩     

　

正

修
学
資
金
を
借
り
て

看
護
師
資
格
を

取
得
し
た
ら

市
や
市
立
病
院
で

働
こ
う
！



う
え
の
は
ら

健
康
家
族

う
え
の
は
ら

健
康
家
族

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

わ
が
家
の
主
役

わ
が
家
の
主
役

も
し
も
し
こ
ち
ら

市
長
室
！

も
し
も
し
こ
ち
ら

市
長
室
！

ス
マ
イ
ル
ニ
ュ
ー
ス

リ
ン
デ
ン
だ
よ
り

T
he Face O

f
U

enohara
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ザ
●
内
容　

包
丁
研
ぎ
＆
こ
ど
も
大

工
さ
ん
フ
ェ
ア

●
問
い
合
わ
せ　

東
部
建
設
組
合

（
中
村
）（
☎
0
9
0

−

1
5

　

4
5

−

8
4
7
1
）

●
日
時　

7
月
8
日
（
金
）
午
後

1
時
〜
3
時
30
分

●
場
所　

山
梨
県
立
文
学
館
講
堂

●
内
容　
《
講
演
》
進
学
マ
ネ
ー

プ
ラ
ン
「
お
金
が
な
く
て
も
大

学
進
学
を
あ
き
ら
め
な
い
」《
講

師
》
新
美
昌
也
氏
（
フ
ァ
イ
ナ

ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
／
1
級

F
P
技
能
士
）

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
期
限　

6
月
20
日
（
月
）

●
問
い
合
わ
せ　

市
母
子
寡
婦
福

祉
連
合
会
（
佐
藤
会
長
宅
）（
☎

63

−

0
7
6
1
）

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や

非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た

●
日
時　

8
月
6
日
（
土
）、
7
日

（
日
）
の
い
ず
れ
か
1
日

●
場
所　

県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー

内
リ
バ
ー
ス
和
戸
館
（
甲
府
市

川
田
町
5
1
7
番
地
）

●
内
容　

適
性
試
験
、
知
識
試
験
、

技
能
試
験

●
申
請
手
数
料　

5
2
0
0
円

●
申
請
期
間　

6
月
1
日
（
水
）

〜
7
月
1
日
（
金
）（
土
・
日

曜
日
除
く
）

※
申
込
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

県
み
ど
り
自
然

課
自
然
保
護
担
当
（
☎

0
5
5

−

2
2
3

−

1
5
2
0
）

●
応
募
資
格　

県
内
在
住
・
在
学
・

在
勤
で
小
学
生
以
上
の
方

●
応
募
方
法　

県
県
民
生
活
部
統

計
調
査
課
宛
郵
送
ま
た
は
持
参

●
応
募
期
間　

6
月
6
日
（
月
）

〜
9
月
5
日
（
月
）

※
演
題
、
応
募
規
格
な
ど
の
詳
細

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（「
や
ま

な
し
の
統
計
」
で
検
索
）
で
確

認
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

県
統
計
調
査
課

（

☎
0
5
5

−

2
2
3

−

1
3
4
0
）（

〒
4
0
0

−

8
5
0
1
甲
府
市
丸
の
内
1

−

6

−

1
山
梨
県
庁
北
別
館
5
階
）

●
日
時　

6
月
18
日
（
土
）
午
前

10
時
〜
午
後
2
時

●
場
所　

市
役
所
セ
ン
タ
ー
プ
ラ

ザ
（
雨
天
時
、
も
み
じ
ホ
ー
ル
）　

●
内
容　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

模
擬
店
、
舞
台
発
表

●
主
催　

特
定
非
営
利
活
動
法
人

わ
か
ば

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

上
野
原
福
祉
作

業
所
（
☎
63

−

4
7
2
5
）

●
日
時　

6
月
19
日
（
日
）
午
前

9
時
〜
正
午

●
場
所　

市
役
所
セ
ン
タ
ー
プ
ラ

7
月
は
『
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
』
強
調
月
間
で
す

第
2
回
わ
か
ば
感
謝
祭
の

お
知
ら
せ

平
成
28
年
度
狩
猟
免
許
試
験

（
狩
猟
免
許
4
種
類
）

「
第
64
回
山
梨
県
統
計
グ
ラ
フ

コ
ン
ク
ー
ル
」
作
品
募
集

ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て

力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な

い
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全

国
的
な
運
動
で
、
今
年
で
第
66
回

を
迎
え
ま
す
。

市
で
は
こ
の
間
に
、
上
野
原
地

区
推
進
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
、

学
校
訪
問
や
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
、

駅
で
の
宣
伝
活
動
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
啓
発
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

こ
の
活
動
は
、
地
域
の
連
携
や

家
族
の
絆
を
深
め
、
お
互
い
に
支

え
合
い
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
明
る
い
地
域
を
つ
く
る
推
進

機
運
が
定
着
し
て
い
く
こ
と
を
大

き
な
狙
い
と
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
福
祉
総

務
担
当
（
☎
62

−

3
1
1
5
）

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

２級建築士　木造ハウジングコーディネーター

『地元、上野原で約50年、棟梁魂と匠の技に、
日本最大のビルダー集団・ジャーブネットの力
を結集してお客様の夢を形にします』

　　　　新築・リフォームのご相談
　　　　お気軽にお電話ください。

 山梨県上野原市上野原 4078-5
（☎ 0554-56-8537）（FAX0554–56-8057）担当：志村剛

市立病院

ウェルシア薬局
公正屋

上野原市役所

国道２０号

志村工務店

志村工務店

●
日
時　

7
月
8
日（
金
）午
後
1

時
30
分
〜
4
時
30
分

●
場
所　

市
役
所
1
階
会
議
室
Ｂ

（
福
祉
課
横
）

●
相
談
内
容　

①
消
費
生
活
関
連
（
架
空
請
求
、

訪
問
販
売
等
の
消
費
者
ト
ラ
ブ

ル
、多
重
債
務
な
ど
）

②
市
民
生
活
関
連
（
土
地
住
宅
、

相
続
な
ど
）

※
相
談
は
一
人
30
分
で
、
相
談
内

容
①
②
と
も
に
各
3
人
の
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。
相
談
事
項

を
よ
く
整
理
し
、
関
係
書
類
な
ど

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
予
約
期
間　

6
月
27
日（
月
）

〜
7
月
6
日（
水
）先
着
順

●
予
約
・
問
い
合
わ
せ　

生
活
環

境
課
生
活
環
境
担
当（
☎
62

−

3
1
1
4
）

●
日
時　

7
月
13
日
（
水
）
午
前

10
時
〜
正
午

※
受
付
は
午
前
11
時
30
分
ま
で

●
場
所　

も
み
じ
ホ
ー
ル
1
階
会

無
料
法
律
相
談
の

お
知
ら
せ

身
体
障
害
者
巡
回
相
談
の

お
知
ら
せ

農
業
振
興
地
域
内
の
農
地
を
、

農
地
以
外
の
用
途
（
宅
地
、
駐
車

場
、
資
材
置
き
場
な
ど
）
に
利
用

す
る
場
合
に
は
、
農
用
地
区
域
か

ら
の
除
外
手
続
き
が
必
要
で
す
。

●
受
付
期
間　

6
月
1
日
（
水
）

〜
30
日
（
木
）

●
除
外
要
件　

・
他
に
利
用
で
き
る
土
地
が
な
い
こ
と
。

・
除
外
後
直
ち
に
農
用
地
以
外
な

ど
に
利
用
す
る
こ
と
。

・
土
地
改
良
事
業
区
な
ど
の
土
地
に

該
当
す
る
場
合
は
、
事
業
完
了
後

8
年
以
上
経
過
し
て
い
る
こ
と

・
周
囲
の
農
地
な
ど
に
影
響
を
お

よ
ぼ
さ
な
い
こ
と　

な
ど

※
申
請
し
て
も
、
除
外
目
的
や
農

地
の
条
件
な
ど
に
よ
っ
て
は
除

外
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

※
除
外
手
続
き
完
了
に
は
、
お
お

む
ね
6
か
月
程
度
か
か
り
ま
す
。

※
申
請
希
望
者
は
、
経
済
課
ま
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

経
済
課
農
村
地
域

づ
く
り
担
当（
☎
62

−

3
1
1
9
）

農
振
除
外
の
申
請
を

受
け
付
け
ま
す

議
室
1

●
内
容　

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持

ち
の
肢
体
不
自
由
者
を
中
心
と
し
た

医
学
的
判
定
、
補
装
具
・
就
職
な
ど

の
相
談
、
障
害
者
全
般
の
相
談

●
申
込
期
限　

6
月
30
日
（
木
）

※
要
予
約
。
人
数
制
限
あ
り
。

●
主
催　

山
梨
県
障
害
者
相
談
所

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

福
祉

課
障
害
福
祉
担
当
（
☎
62

−

3
1
1
5
）

●
日
時　

6
月
1
日
（
水
）
〜
8
日

（
水
）
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
30
分

※
初
日
は
、
午
後
2
時
か
ら
、
最

終
日
は
、
正
午
ま
で
で
す
。

●
場
所　

市
役
所
1
階
展
示
室
２
・
３

●
内
容
　「
紺
綬
褒
章
受
章
者
の
飯
田

四
郎
と
奈
津
子
画
伯
夫
妻
の
世
界
」

や
「
秘
宝 

江
戸
時
代
後
期
の
狩
野
派

絵
師 

狩
野
洞
淋
作
の
屏
風
」
の
企
画

展
、
紺
綬
褒
章
受
章
者
の
降
矢
組
人

氏
お
よ
び
紫
綬
褒
章
受
章
者
の
河
内

成
幸
氏
を
は
じ
め
と
す
る
本
市
ゆ
か

り
の
画
家
、
書
家
の
作
品
を
展
示

●
問
い
合
わ
せ
　
上
野
原
の
文
化

を
甦
ら
せ
る
市
民
の
会
（
☎

62

−

5
5
6
4
）

第
4
回
り
ん
ど
う
の
里

美
術
展
を
開
催
し
ま
す

総務省と経済産業省は、6月 1日現在で、「平成 28
年経済センサス活動調査」を実施します。▲

対  象  者　全国のすべての事業所および企業▲

回答方法　①調査員が事業所を訪問して行う「調
査員による調査」では、インターネットで回答でき
ます。また、紙の調査票に記入し調査員に提出する
こともできます。②国が郵送で行う「国、都道府県
および市による調査」で
は、インターネットまた
は郵送で回答できます。

※回答いただいた内容は、統計法に定められる
利用目的以外での使用が禁止されているなど、
個人情報の取り扱いに必要な制度上の規律が厳
格に整備されています。

事業所のみなさんへ

経済センサス活動調査

●問い合わせ　企画課政策推進担当（☎ 62-3118）

食生活改善推進員（食
しょっかい

改さん）を募集します
●対象者　推進員会の一員として食生活に関するボ
　　　　　ランティア活動を実践できる方
●募集人員　20 名程度
●申込方法　電話申し込み
●申込期限　6 月 15 日（水）
＝食改講習会＝＝＝＝＝＝＝＝＝
●日時　6 月 28 日（火）、7 月 5 日（火）、8 月 30

日（火）、9 月 6 日（火）、9 月 27 日（火）、10
月 14 日（金）午前 9 時 30 分〜午後 3 時

※ 6 月 28 日（火）は、午後 1 時〜 3 時となります。

●場所　保健センター
●費用　2,000 円（テキスト代）
※食生活改善推進員会とは、「私たちの健康は私たちの手で」を

スローガンにボランティア活動を行っている団体です。
※食改講習会や活動内容などの詳細は、お問い合わせください。

【申込み・問い合わせ】
長寿健康課保健担当（☎ 62−4134）

山
梨
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

研
修
会
の
お
知
ら
せ

包
丁
研
ぎ
＆
こ
ど
も
大
工
さ
ん

フ
ェ
ア
開
催
の
お
知
ら
せ

有料広告
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し
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ　

消
防
総
務
課
予

防
担
当
（
☎
62

−

4
6
7
1
）

●
日
時　

7
月
18
日（
月
・
祝
）午
前

6
時
20
分
集
合
、
午
前
6
時
30
分

出
発
、
午
後
4
時
30
分
解
散
予
定

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
午
前
6
時
集
合

●
集
合
解
散
場
所　

市
役
所
庁
舎

前
駐
車
場

●
行
き
先　

千
葉
県
牛
込
海
岸

●
対
象
者　

市
内
在
住
の
障
が
い

を
持
つ
児
童
、
生
徒
と
そ
の
家

族
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

●
定
員　

対
象
者
・
付
添
い
30
名
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
5
名

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●
参
加
費　

対
象
者
2
0
0
0

円
、
付
添
い
2
5
0
0
円

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
無
料
で
す
。

●
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み

し
て
く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
間　

6
月
1
日（
水
）

〜
17
日
（
金
）
午
後
5
時
ま
で

（
土
日
は
除
く
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　　

市
社

会
福
祉
協
議
会（
☎
63

−

0
0
0
2
）

　
●
日
時　

6
月
18
日
（
土
）
午
後

1
時
30
分
〜

●
場
所　

甲
府
市
総
合
市
民
会
館

（
甲
府
市
青
沼
3

−

5

−

44
）

●
内
容　

基
調
講
演　

講
師　

岩

川
あ
り
さ
氏
（
東
京
大
学
リ
ベ

ラ
ル
ア
ー
ツ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
教

務
補
佐
）、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

岩

川
あ
り
さ
氏
、
新
谷
百
合
香
氏
、

菅
沼
祐
介
氏
、
西
鍋
早
葵
氏

●
問
い
合
わ
せ　

県
県
民
生
活
・

男
女
参
画
課
（
☎
0
5
5

−

2
2
3

−

1
3
5
8
）　

日
本
遺
族
会
は
、「
戦
没
者
遺

児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
目
的　

父
な
ど
の
戦
没
し
た
旧

戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を
行

う
と
と
も
に
、
同
地
域
の
住
民

と
友
好
親
善
を
図
る
。

●
対
象
者　

先
の
大
戦
で
父
な
ど

を
亡
く
し
た
戦
没
者
の
遺
児

●
参
加
費　

10
万
円

●
実
施
地
域　

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ミ

ャ
ン
マ
ー
、
中
国
な
ど
15
地
域

と
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ビ
ス

マ
ー
ク
諸
島
、
マ
ー
シ
ャ
ル
・

ギ
ル
バ
ー
ド
諸
島
の
特
定
地
域

※
こ
の
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
の

補
助
を
受
け
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
申
込
み　

山
梨
県
遺
族
会
（
☎

0
5
5

−

2
5
2

−

7
6
6
4
）

●
問
い
合
わ
せ　

日
本
遺
族
会

（
☎
03−

3
2
6
1 −

5
5
2
1
）

市
消
防
本
部
お
よ
び
上
野
原
市

危
険
物
安
全
協
会
な
ど
で
は
、「
危

険
物　

決
め
ろ
無
事
故
の　

ス
ト

ラ
イ
ク
」
を
推
進
標
語
に
危
険
物

安
全
週
間
を
実
施
し
ま
す
。

●
期
間　

6
月
5
日（
日
）〜
11
日

（
土
）

●
内
容　

①
危
険
物
施
設
に
お
け
る

保
安
体
制
の
整
備
促
進
、
②
危
険

物
に
関
す
る
知
識
の
啓
発
普
及
、

③
危
険
物
保
安
功
労
者
の
表
彰

※
危
険
物
の
取
扱
い
に
十
分
注
意

「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好

親
善
事
業
」
の
参
加
者
募
集

 金物・土木建築資材・塗装
　水道部品・物置・カーポート・
　　家庭用品・ガラス修理

株式会社　富田
〒 409-0112 上野原市上野原 3261
☎ 0554-63-1331（代）　日曜・祝日定休日　国道 20 号 つるしん前

町の便利なお店

表にも裏にも駐車場があります
お買い物は、お車でどうぞ !!

ポリタンク 100 個
ブルーシート 300 枚
ベニヤ 2000 枚
常備在庫あります。

● 6 月の各種相談日

区　　分 日　　時 場　　所
市 民 課 日 曜 窓 口 26 日（日）

午前 9：00 〜正午
市民課カウンター 
☎ 62-3112

窓口業務

区　　分 日　　時 場　　所
結 婚 相 談 所 毎週日曜日

午前 10：00 〜午後 3：00
織物工業協同組合
☎ 63-3800

学校カウンセラー
教 育 相 談

毎週月曜日〜金曜日
（祝日除く）
午前 8：30 〜午後 4：00

もみじホール相談室
☎ 63-5700
 0120-28-7830

消費生活相談 毎週火曜日（祝日除く）
午前 8：30 〜午後 5：00

生活環境課生活環境担当
☎ 62-3114

市 税 収 納・
納 税 相 談

26 日（日）
午前 9：00 〜正午

税務課カウンター 
☎ 62-3113

区　　分 日　　時 場　　所
児 童 巡 回 相 談 9 日（木）（要予約☎ 62-3115）

午前 10：00 〜午後 3：00
もみじホール

3 階和室

児童家庭相談室 毎週月曜日〜金曜日（祝日除く）
午前 8：30 〜午後 5：00

福祉課子育て支援担当
☎ 62-1199

母 子 父 子
家 庭 相 談

毎週月曜日〜金曜日（祝日除く）
午前 8：30 〜午後 5：00

福祉課子育て支援担当
☎ 62-3115

ふれあい福祉相談 毎週木曜日
午前 10：00 〜午後 3：00

市勤労青少年ホーム
相談室☎ 63-3444

人 権 相 談 1 日（水）
午前 10：00 〜正午

もみじホール
3 階和室

行 政 相 談 20 日（月）
午前 10：00 〜正午 市役所 1 階会議室 A

障害者出張相談 16 日（木）（要予約☎ 62 ー 3115）
午後 1：30 〜 4：00

市役所 1 階会議室 B
（福祉課横）

▲ ▲ ▲  
防災行政無線確認電話　　☎ 0120-63-2384

　防災行政無線で放送した内容が電話で確認できます。
　「放送内容が聞き取りづらい」「もう一度聞きたい」などと思った時は、ご利用ください。
　【問い合わせ】総務課行政防災担当（☎ 62-3117）

「
危
険
物
安
全
週
間
」
が

実
施
さ
れ
ま
す

夏
の
野
外
訓
練
参
加
者
募
集

や
ま
な
し
男（
ひ
と
）と
女（
ひ
と
）

と
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

電源立地地域対策交付金事業は、発電用施設の設置および運転の円
滑化に資することを目的として、ダムなどの発電用施設の周辺地域
における公共用施設の整備促進や地域住民の福祉向上のために、毎
年一定額が国から交付されます。

【問い合わせ】
企画課財政担当（☎ 62-3118）

志
し む ら

村正
しょういち

一さん
（大鶴地区在住）

志村正一さんは、東京消防庁消防監を歴任するな
ど、長年、消防業務に携わりました。この功績が
認められ、瑞宝双光章を受章しました。受章にあ
たり、「名誉ある勲章を受章できたのも、上司や
先輩、同僚、また家族の支えによるもの。本当に
感謝しています」と話していました。

第 26 回危険業務従事者勲章受章

岡
お か べ

部泰
や す お

夫さん
（巌地区在住）

岡部泰夫さんは、東京消防庁町田消防署警防課長
を歴任するなど、長年、消防業務に携わりました。
この功績が認められ、瑞宝単光章を受章しました。
受章にあたり、「受章できたのも家族と仕事仲間
のおかげ、感謝している。1997 年 3月、旧勝沼
町で発生した山林火災で、後方支援隊として出動
したことが思い出深い」と話していました。

平成 27 年度

電源立地地域対策交付金事業

【事業名】
市道コモアループ線歩道改修事業
平成 27 年度　事業費　8,694 千円
　　　　　　   交付金　8,267 千円

宝くじ社会貢献広報事業

コミュニティ助成事業
上野原新一区防災会では、宝くじの
社会貢献広報事業として、宝くじの
受託事業収入を財源として実施して
いる（財）自治総合センターのコミ
ュニティ助成事業を活用し、防災資
機材を整備しました。

【問い合わせ】
総務課行政防災担当（☎62–3117）

宝
く
じ
の
助
成
金
で
整
備
し
た

「
投
光
器
」
と
「
発
電
機
」

有料広告

瑞宝双光章 瑞宝単光章



5
月
15
日（
日
）に
行
わ
れ
た
「
桂
川
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」。
会
場
と
な
っ
た
桂
川

新
田
地
区
近
隣
公
園（
桂
川
河
川
敷
）に
は
、
多
く
の
来
場
者
が
訪
れ
ま
し
た
。
主

催
者
で
あ
る
上
野
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
の
山
口
清
さ
ん
の
挨
拶
か
ら
始
ま
っ

た「
桂
川
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」、帝
京
科
学
大
学
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
部「UNIO

N

」、

市
立
保
育
所
の
園
児
の
ダ
ン
ス
、
ハ
ー
ラ
ウ 

カ
ヴ
ァ
イ
オ
ラ
ー 

イ
カ 

ヒ
キ
ナ
に
よ

る
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
上
野
原
高
校
、
上
野
原
中
学
校
、
上
野
原

西
中
学
校
、
日
大
明
誠
高
校
の
吹
奏
楽
部
の
演
奏
の
後
、
上
空
か
ら
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ

ー
が
登
場
す
る
演
出
も
あ
り
ま
し
た
。
上
野
原
在
住
の
バ
ン
ド
「
す
ぎ
ば
ん
」
や
上

野
原
出
身
の
白
倉
利
徳
さ
ん
に
よ
る
ピ
ア
ノ
演
奏
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
も
帝
京

科
学
大
学
こ
ど
も
学
科
ド
レ
ミ
フ
ァPO

N
!

、
じ
ょ
い
そ
ー
ら
ん
や
ス
ト
リ
ー
ト
ダ

ン
スJETS!!!

、
夢
積
、SEN

A

矢
沢
永
吉
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
バ
ン
ド
、
ス
チ
ー
ル
パ

ン
演
奏
「
珠w

ith Tropicarib

」、
日
大
明
誠
高
校
ダ
ン
ス
・
チ
ア
部
も
登
場
、

最
後
に
ギ
タ
ー
弾
き
語
り
、和
太
鼓
集
団
「
龍
の
牙
」
が
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

こ
の
他
に
も
P
R
コ
ー
ナ
ー
や
フ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
体
験
コ

ー
ナ
ー
な
ど
が
設
置
さ
れ
、
会
場
に
訪
れ
た
全
て
の
み
な
さ
ん
が
「
誰
か
の
た
め
に

な
っ
て
い
る
」、
そ
う
実
感
す
る
素
敵
な
祭
り
と
な
り
ま
し
た
。

桂
川
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　
　

〜市民みんなが主役の交流の祭典〜 誰かのために !!

１

２

３

４５６

７８

９

１．会場にパラグライダーで登場する演出がありました。２．
市内中学・高校の吹奏楽部による演奏。３．上野原出身でピア
ノシンガーの白倉利徳さん。4.8．観客も一緒に踊るじょいそー
らん。５．野点茶コーナーで抹茶を飲む子ども。苦そうです。６．
JR 東日本の PRコーナーで駅員の制服を着て記念撮影。７．パ
ラグライダーの体験コーナーは、子どもたちに大人気でした。９．
桂川の河川敷で行われた桂川フェスティバル。10．日大明誠高
校のダンス・チア部のみなさん。11．初夏を感じさせる陽気の
ため、かき氷が人気でした。12．帝京科学大学の学生さんたち
が会場整理などのサポートをしてくれました。13．会場には、
子どもたちの笑顔があふれていました。14．日が沈みかけたころ、
たいまつに火が灯されました。15.16.17．ギター弾き語り、和
太鼓集団「龍の牙」がフィナーレを飾りました。18．「桂川フェ
スティバル」を運営した実行委員会のみなさん。19．フェステ
ィバル終了後、会場の片付けを協力して行いました。

１０

１１１2

１３

１４

１５１６１７

１８

１９
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＝ 問い合わせ ＝
市男女共同参画推進委員会
（総務課行政防災担当内）

☎ 62-3117

＝ 問い合わせ ＝
市立図書館　☎ 63-5241

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

診療時間 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

内 科 
一 般 外 来

午前 
初診予約なし

午前
 予約のみ

藤来

 角野
三澤・田邉

小木

岡本・村田
石井

角野

藤来
川合・花輪

村田

小木
濵・藤来

田邉

岡本・村田
進藤

※ 1
内科医師

神 経 内 科 午前 栗田 瀧山

小 児 科 午前 牧野 牧野 牧野 河野 牧野

小 児
心 臓 外 来 午後 ※ 2（予約）

脳 神 経 外 科 午前 長坂 長坂 長坂 山梨大非常
勤医師交替 長坂

外 科 ・
肛 門 外 科

午前 松野 遠藤 冨岡 松野 冨岡
午後 冨岡

胸 部 外 科 午後 平良（予約）

皮 膚 科 午前 / 午後 大沼 三井 岡本

整 形 外 科 午前 金沢 須田 戸島 田 樋貝

眼 科
午前 間渕 菊島 ※ 3 大野

（予約）
※ 4 大野

（時間短縮）午後 間渕 杉谷

耳 鼻 咽 喉 科 午前 / 午後 松岡 坂本

※ 5 泌尿器科 午前 6/14・28 6/4・11・
18・25

※ 6 婦 人 科 午前 山梨大
非常勤医師

西 原 診 療 所 午後 角野

秋 山 診 療 所 午前
午後

岡本
岡本 田邉

古屋 上條

※この案内は、5 月 11 日現在のものです。都合により変更となる場合があります。

《上野原市立病院6月の外来診療のご案内》　●問い合わせ　市立病院（☎62−5121）

★小児科の夜間・休日診療などは、山梨県の小児医療体制などに基づき、「富士・東部小児初期救急医療センター」
で行っていて、富士・東部医療圏の病院はすべて同様の対応となっています。当院の小児科医は、他病院の小
児科医とともに、センターでの診療にあたっています。ご理解とご協力をお願いします。（富士東部小児初期救
急医療センター☎ 0555-24-9977）

●受付時間は、午前 8時〜 11時 30分です。午後の受診がある場合は、午後 2時〜 4時です。
●※印は、担当医師や受付時間が通常と違いますので、ご注意ください。

※ 1　竹内医師による「睡眠時無呼吸・いびき」の専門外来は、第 3 週土曜日午前中になります（予約制）。
※ 2　小児心臓外来は、第 1 木曜日の診療で予約制です。
※ 3　眼科の大野医師の外来は、原則、白内障手術紹介患者の完全予約制外来です。
※ 4　眼科の大野医師の診療受付は、午前 10 時までとなります。
※ 5　泌尿器科の診療は、不定期となります【診療日：阿南医師 6 月 4 日（土）・18 日（土）、小松医師 6 月 11 日（土）・25 日（土）、村石医師 6
　　　 月 14 日（火）・28 日（火）】。なお、初診の受付の火曜日は、午前 10 時までとなります。また、土曜日は、午前 11 時 30 分までとなります。　
※ 6　婦人科の診療は、山梨大学の派遣医師による午前のみの診察で、受付時間は、従来どおり午前 10 時 30 分までとなります。
           派遣医師は、多賀谷医師の予定です。
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図書館イベント情報
子ども映画館 おはなし会 リンデンドーム朗読館

タイトル名 「ひとまねこざる」 『10 ぴきのかえるの
プールびらき』ほか

『制服の頃』
浅田志津子 / 作 ほか

開 催 日 6 月 11 日（土） 6 月 18 日（土） 6 月 19 日（日）

時　 間 午前 10 時〜 10 時 30 分
午後 2 時〜 2 時 30 分 午後 2 時 30 分〜 午後 2 時〜

そ の 他 協力：たんぽぽ会 協力：上野原朗読の会
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（写真左）会場となった桂川新田地区近隣公園には、多くの市民が来場しました。
（写真右）絶好のロケーションで行われた「桂川フェスティバル」、来年の開催が楽しみです。

《募集》わが家の主役に掲載する写真を募集しています。掲載を希望される方は、企画課までお問い合わせください。 企画課政策推進担当　 （☎ 62-3118）

巌地区　　和智 陽
ひ

衣
い

音
な

  ちゃん （6 歳 1 か月）

　　　　　　  　 はる乃
の

  ちゃん （3 歳 0 か月）

宏樹さん、瞳さんの長女・二女
“ いつもたくさんの笑いと幸せをありがとう。

元気いっぱい大きくなってね。”

上野原地区　　志村 咲
さ き

紀 ちゃん （0 歳 6 か月）
　　　　　　剛さん、瞳さんの長女

“ いつでも笑顔♡ ”

●『たまひよママのお茶会』

■ 棡原地区   代表者　互井（☎ 090-3212-2262）
【日　時】　6月 29日（水）、午前10時〜正午
【場　所】　棡原保育所

■ 島田地区   代表者　佐藤（☎ 63-1519）
【日　時】　6月 24日（金）、午前10時〜正午
【場　所】　島田コミュニティセンター

● 子育てプレイルーム

【日　時】　 6 月 1 日（水）、15 日（水）、7 月 6 日（水）
　　　　　　 午前 9 時〜正午、6 月 8 日（水）、22 日（水）
　　　　　　午前 9 時〜午後 3 時

【場　所】　もみじホール 2 階会議室 2
※初めて利用される方は、事前に申し込みください。

●申込み・問い合わせ　
　福祉課子育て支援担当（☎ 62-3115）

婚

姻

〜 誰かのために 〜

すくすく育て
うえのはらっ子

〜我が家の主役〜

●『たまひよ DX』
■ 代表者　森本（☎ 080-5112-3142）
【日　時】　6月 18日（土）、午前10時〜正午
【場　所】　コモア内1丁目集会所
※日時が変更する場合があります。参加希望者はご連絡ください。

成長・発達がゆっくりなお子さんの
健やかな成長を願う会● 子育てサロン『あそびにおいでよ！』

■ 代表者　作田（☎ 090-9134-7827）
【日　時】　6月 9日（木）、23日（木）午前10時〜正午
【場　所】　新一区集会所
※詳しくは、お問い合わせください。
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